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鳥取市ボランティア・市民活動センター情報紙 
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ホームページ http://www.tottoricity-syakyo.or.jp/tvc/ 

 

鳥取市のボランティア・市民活動状況【2016 年 3 月１日現在】 

 鳥取市ボランティア・市民活動センター・登録状況 

・イベント・イベント託児ボランティア登録者数：49 名 

・アクティブとっとり登録団体数：178 団体 

NPO 法人認証・申請状況 

・認証されている団体：111 団体 → 県：278 団体（40%） 

・申 請 し て い る 団 体：0 団体  .→ 県：3 団体 

   

 

 

2016． 

鳥取市ボランティア・市民活動センターからのお知らせ 

秋の助成金合同説明会 

＆個別相談会 

日時：9 月 21 日（日）  

13：00～17：30 

場所：県民ふれあい会館 大研修室 

（鳥取市扇町 21） 

講師：山田 泰久氏（日本財団、 

NPO 法人 CANPAN センター常務理事） 

対象：ボランティア・地域づくり団体、NPO 等の 

皆様、又は助成金制度に関心のある方 

内容： 

・「助成金活用＆情報開示のためのセミナー」 

・助成団体より説明 

 鳥取県社会福祉協議会、中国労働金庫、 

 鳥取市ボランティア・市民活動センター他 

・「助成金情報及び活用について」 

・個別相談 

“わいわい交流会”は食事やお茶を飲みながら

気軽に意見交換を行うとともに新たな繋がりを

つくることを目的に開催しています。      

今回で 5 回目となる“わいわい交流会”は青

島を眺められる湖山池情報プラザで開催し、明る

い雰囲気の中 22 名の参加者で和やかに交流し

ました。 

交流の他、今注目を集めているクラウドファン

ディング（インターネットによる資金調達）の紹

介を行いました。現在鳥取市はクラウドファンデ

ィングの一つである FAAVO（ファーボ）鳥取

の地域オーナーとなっており、その概要から利用

方法、実績、今後の予定などについて市の担当職

員から具体的に説明いただきました。 

その後はグループに分かれて意見交換の時間

を設け、それぞれの活動紹介や悩みについて話し

合いました。 

“わいわい交流会”を開催しました！ 

クラウドファンディング説明の際は、「こんな

場合は利用できるのか？」「目標金額に達しなか

ったらどうなるのか？」などの質問があり、皆で

より理解を深めることができました。 

終了後のアンケートでは、様々な立場の方の視

点が参考になった、クラウドファンディングの活

用も考えたい、他団体の活動に触れることができ

た、クラウドファンディングの話が良かった、団

体交流の場が嬉しいなど多数の意見をいただき

ました。特にクラウドファンディグへ関心の高さ

と、団体交流の場を求められていることが分かり

ました。今後も様々な情報提供とともに交流の場

を設けていければと思います。 
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◆はじめてみませんか？～ボランティア入門講座～ 

日時：4 月 5 日（火） 10：30～11：45  

4 月 13 日（水） 14：00～15：15 

4 月 23 日（土） 10：30～11：45  

 場所：さざんか会館 2 階（鳥取市富安二丁目 104-2） 市民活動拠点アクティブとっとり会議室 

内容：・ボランティアやＮＰＯに関する基本的な説明  ・ボランティアの始め方や心構え 

    ・活動受け入れ先、活動団体、グループ、ＮＰＯ法人等の紹介と活動に関する相談など 

 

◆市民活動団体のための助成金相談会 

日時：4 月 25日（月） 1 部 10：00～10：45 ／ 2 部 10：45～11：30 

4 月 26 日（火） 1 部 18：30～19：15 ／ 2 部 19：15～20：00 

※相談会は完全予約制です。必ず事前にお申込みください。 

 場所：さざんか会館 2 階（鳥取市富安二丁目 104-2） 市民活動拠点アクティブとっとり会議室 

内容：助成金の探し方、申請の方法等。当センター発行の『助成金情報誌』の説明。 

 

◆NPOなんでも相談会 

～団体の立上げ、組織運営、協働事業についてなど NPO に関わるご相談・疑問にお応えします～ 

日時：4 月 21日（木） 1 部 13：30～14：15 ／ 2 部 14：15～15：00 

※相談会は完全予約制です。必ず事前にお申込みください。 

場所：さざんか会館 2階（鳥取市富安二丁目 104-2） 市民活動拠点アクティブとっとり会議室 

  対象：市民活動を行っている個人・団体、または市民活動に関心がある方 

 

◆かんたんなレクリエーション講座 

～かんたんですぐにできるレクリエーションを楽しみながら学びます～ 

日時：4 月 15日（金）13：30～15：00 ※参加費無料 

場所：さわやか会館 3階 多目的室（鳥取市富安二丁目 96） 

 講師：レクリエーション・コーディネーター 塚田 比佳里 氏（鳥取市レクリエーション協会） 

 対象：レクリエーションを様々な地域活動やボランティア活動に利用したい方 

 定員：30名（要申込・先着順） 

 

◆平成 28年度点訳・音訳（朗読）ボランティア養成講座受講生募集！ 

日時：４月 28 日（木） ～10 月中旬（8 月は休み） 

毎月 第 1・3 木曜日 午前 10 時～12時 

 場所：さざんか会館（鳥取市富安二丁目 104-2） 

    〔点訳の部〕2階 市民活動拠点アクティブとっとり会議室 

    〔音訳の部〕3階 ボランティア室  

  定員：〔点訳の部〕10 名（先着順） 

〔音訳の部〕定員制限なし 

受講料：無料 ※ただしテキスト代 900 円が必要です。 

 運営及び指導：桑の実会（点訳・音訳ボランティアグループ） 

 申込み先：鳥取市ボランティア・市民活動センター 電話 0857-29-2228 FAX0857-29-2338 
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2016年 全労災 地域貢献助成事業  〆切 4月 6日（水）必着  

主催：全国労働者共済生活協同組合連合会 電話 03-3299-0161 

対象：設立 1年以上の活動実績を有するNPO 法人、任意団体、市民団体で直近の年間収入が 300 万 

円以下の団体 

 対象事業：防災・減災活動、環境活動、子育て・子育ち支援活動 

金額：1 団体あたり上限 30 万円         

 

 

 

第 44回自死遺族「コスモスの会」分かち合い 

日時：4 月 9日（土） 13：30～16：00 ※偶数月 第 2 土曜日（8 月のみ第 1土曜日） 

 場所：さざんか会館 2 階 教養娯楽室（鳥取市富安二丁目 104-2 さざんか会館 2 階） 

 内容：自死により大切な家族を亡くした人が遺族同士で想いを分かち合う。 

 参加できる方：自死により大切な家族を亡くされた方 

 参加費：200 円（茶菓代） ※申込不要 

 主催・問合せ先：とっとり自死遺族自助グループ“コスモスの会”〔厨子〕携帯 090-3172-2111 

 

ユニセフパネル展「もったいないばあさんのワールドレポート展」 

いま地球の上では、気候変動、戦争、難民、子どもたちが働かされている問題、貧困、格差などいろ 

いろな問題が起きています。なぜ このような問題が起きているのでしょう？ 

そして、私たちとの暮らしとどのようにつながっているのでしょうか？ 

絵本でおなじみ「もったいないばあさん」といっしょに考えていきましょう。 

日時 ・会場 : 3 月 26日（土）～4 月 6 日（水） 9：00～17：00  ※ (火)休み  

米子市児童文化センター 

         4月 10 日（日）～4 月 30 日（土） 9：00～17：00  ※4/29 祝日休み  

鳥取県人権ひろば 21“ふらっと” 

問合せ先 : 鳥取県ユニセフ協会（月・火・金 10-16、水 10-12）電話 0857-30-4535〔奥谷〕 

 

映画「先祖になる」上映会 

 岩手県陸前高田市在住、佐藤直志 77 歳の震災後を描いた愛と勇気のドキュメンタリー 

日時：4 月 24日（日） 14：00～ 

 場所：鳥取市文化センター 展示ホール 

 入場料：一般前売 1,000 円（当日 1,300円）、小中高前売 500 円（当日 800 円） 

 主催・問合せ先：鳥取コミュニティシネマ  携帯 080-8907-9293 

●古切手   若葉台地区社会福祉協議会 さま 

栗田 輝子 さま（鳥取市若葉台）  ご協力ありがとうございました。 

 

～収集ボランティアのお礼～ 
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【発行・編集・お問い合わせ先】 

鳥取市ボランティア・市民活動センター（鳥取市富安二丁目 104-2  さざんか会館 2 階） 

電話：0857-29-2228  FAX：0857-29-2338 E メール：tvc@tottoricity-syakyo.or.jp  

http://www.tottoricity-syakyo.or.jp/tvc/ 

～編集後記～ 

東日本大震災から５年の節目を迎えました。報道から伝えられるあの日の出来事は今でも鮮明に覚え

ています。５年経っても思うように進まない復興への現実に改めて甚大な被害であったかを思い知らさ

れます。ハード面での復興は進んだ部分もありますが、被災者の生活の復興は十分とは言えません。一

人ひとりが出来ることは小さく、想いを馳せることぐらいしかできないけれど、その気持ちが大切では

ないでしょうか。忘れてはいけない。いつまでも。（T．K） 

 

 

託児ボランティアを始めるには？ 託児ボランティアの楽しさは？ 

鳥取市ボランティア・市民活動センター（以下「センター」では託児ボランティアを紹介して欲しい

方、託児ボランティアをしたい方のマッチングを行っています。今回は託児ボランティアについてご

紹介します。 

まずセンターでイベント託児ボランティアに登録

をします。登録された方には、希望の曜日・場所

に合わせボランティア募集情報を提供します。そ

の中から希望されるものに参加いただきます。 

託児ボランティアをお願いするには？ 

託児依頼日より約 1ヶ月前までにセンターへお申

込みください。お受けできる託児は、講演会や勉

強会など非営利な活動に伴うものとなります。託

児は無料です。その他詳細につきましては、セン

ターまでお問い合わせください。 

現在託児ボランティアとして活動中の皆さんに 

やりがいなどについて伺ってみました。 

Q.託児ボランティアを始めたきっかけは？ 

A.・退職して時間ができたから。 

 ・センターのチラシを見て子どもと接してみたか

ったから。 

Q.託児ボランティアを始める前は不安でしたか？ 

A.・多少は不安はあった。今でもケガをしないか心

配は心配。ですが子どもが好きなら大丈夫だと

思う。 

Q.やりがい、楽しさはどんなところですか？ 

A.・最初泣いていた子どもが最後には一緒に笑っ 

て遊んでくれるとこちらも元気をもらえる。 

 ・子ども達が可愛くて自然と笑顔になる。こち 

らが癒されて元気をもらっている。 

 ・子ども達の自由な動きや興味の違い、行動の 

おもしろさを感じる。 

 

  

  

託児を利用されている保護者の方に伺ってみま 

した。 

・見ていただける時間があると、ほんの少しでもホ

ットできて気持ちが楽になる。短い時間だと思わ

れるかもしれないが、その時間が重要。 

・託児があると行事に参加しやすくなる。 

・託児ボランティアの方と顔見知りになるとより安

心して預けられる。親も子も安心できる。 

・家では子どもにかかりきりで缶詰状態。外に出る

機会ができ癒される。 

・安心して保護者同士の交流ができるので託児があ

るとありがたい。 

 

託児利用者にとっての託児とは？ 

託児ボランティアを依頼される主催者からは、託

児がない時期は参加者が減り、託児の重要性を感じ

ているという意見をいただきました。 

子どもから元気がもらえるだけでなく、子育て中

の保護者の社会参加や仲間作りにも貢献できる託

児ボランティア、登録してあなたの力をいかしてみ

ませんか。託児依頼もお待ちしております。 

   ～託児ボランティアをご存知ですか？～ 

 


